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札幌市長 上田 文雄 様 

 

 

札幌市「銭函風力発電所環境影響評価書案」   

検証専門家会議  座長 長谷部 正基   

 

 

 

銭函風力開発建設事業に係わる環境影響評価書案 

（騒音・低周波音・景観抜粋版）について（報告） 

 

 

標記の件について、検証及び検討を重ねてきたところであるが、この度、別

紙のとおり結論を得たので報告する。 



 

 

 



 

 

 

 

銭函風力開発建設 事業に係わる環境影響評価書案（騒音・  

低周波音・景観抜 粋版）について  

 

標 記 評 価 書 案 （ 騒 音 ・ 低 周 波 音 ・ 景 観 抜 粋 版 ） 及 び 当 会 議 か ら の 求

めに 応じ提出され た平成 22 年 10 月 15 日付け事業者見解書に記載され

た調 査、予測及び評価については、おおむね妥当なものと判断するが、

環 境 の 保 全 の 見 地 か ら 、 事 業 者 は 環 境 影 響 評 価 書 の 作 成 及 び 事 業 の 実

施に あたり、下記 の事項に十分留意する必要がある。  

  

１  対象事業実施 区域及びその周囲の概況  

風 車 に お け る 騒 音 及 び 低 周 波 音 の 予 測 に あ た っ て は 、 事 業 実 施 区

域の風向・風速等の詳 細なデータが大変重要な要 素であると考える。 

し た が っ て 、 評 価 書 作 成 に あ た っ て は 、 自 然 的 状 況 と し て 、 月 及

び年間の風向出現率や 風配図を記載すること。  

 

２  騒音  

(1) 予測対象風車につ いて  

Ａ 特 性 パ ワ ー レ ベ ル の 出 典 等 、 予 測 条 件 の 根 拠 と な る 情 報 を 環

境影響評価書 に記載すること。  

 

(2) 環境の保全のため の措置について  

風 車 の 改 修 ・ 更 新 に よ り 騒 音 レ ベ ル が 増 大 す る 可 能 性 が あ り 、

こ れ ら 予 測 の 不 確 実 性 を 補 完 す る た め 、 定 常 稼 働 時 は も と よ り 改

修 時 等 に お け る 事 後 調 査 は 非 常 に 重 要 な 環 境 の 保 全 の た め の 措 置

であると考え る。   

し た が っ て 、 風 車 の 稼 働 に 際 し て は 、 適 切 な 運 転 管 理 及 び 維 持

管 理 を 行 い 、 騒 音 の 発 生 を 極 力 抑 制 す る よ う 努 め る と と も に 、 事

後 調 査 の 重 要 性 を 十 分 認 識 し た う え で 、 具 体 的 な 事 後 調 査 計 画 を

策定し、環境 影響評価書に記載すること。  

ま た 、 事 後 調 査 の 手 法 選 定 に あ た っ て は 、 風 雑 音 を 可 能 な 限 り

低減する測定 方法を採用すること。  

な お 、 事 後 調 査 を 実 施 し た 場 合 は 、 そ の 結 果 に 応 じ て 、 適 切 な

環境の保全の ための措置を講じること。  
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３  低周波音  

(1) 調査結果について  

1/3 オ ク タ ー ブ バ ン ド 音 圧 レ ベ ル の 予 測 及 び 評 価 が 必 要 で あ る

と考えること から、調査結果についても 1/3 オクターブバンド音

圧レベル毎に 整理し、環境影響評価書に記載すること 。   

 

(2) 予測対象風車につ いて  

低 周 波 音 パ ワ ー レ ベ ル の 出 典 等 、 予 測 条 件 の 根 拠 と な る 情 報 を

環境影響評価 書に記載すること。  

 

(3) 評価について  

評 価 書 案 で は 、 低 周 波 音 圧 レ ベ ル に つ い て 現 況 値 と 予 測 値 の 比

較 に よ る 評 価 が 行 わ れ て い る が 、 現 況 低 周 波 音 圧 レ ベ ル の 測 定 方

法 に つ い て 、 全 天 候 型 防 風 ス ク リ ー ン の 使 用 の み で は 、 測 定 機 器

（ マ イ ク ロ ホ ン ） の 特 性 上 、 風 雑 音 の 影 響 に よ り 、 得 ら れ た 現 況

調 査 結 果 が 、 実 際 の 低 周 波 音 圧 レ ベ ル を 上 回 る 数 値 と な っ て い る

可能性を否定 できないと考えた。  

ま た 、 低 周 波 音 に つ い て は 環 境 基 準 等 が な い こ と か ら 、 現 在 の

知 見 に 基 づ く 指 標 を 複 数 用 い 、 多 角 的 に 評 価 す る こ と が 必 要 で あ

ると考えた。  

そ こ で 、 当 会 議 で は 、 こ れ ら に つ い て 指 摘 し 、 事 業 者 の 再 評 価

を 求 め 、 そ の 結 果 に つ い て 評 価 書 案 と 併 せ 検 証 す る こ と と し た と

ころである。  

具 体 的 に は 、 別 添 １ の と お り 「 現 況 低 周 波 音 圧 レ ベ ル に つ い て

最小値を用い た評価の追加」及び「 1/3 オクターブバンド音圧レベ

ル 毎 の 予 測 値 と 感 覚 閾 値 と の 比 較 な ど 複 数 の 指 標 を 用 い た 評 価 の

追 加 」 を 求 め 、 事 業 者 か ら 別 添 ２ の と お り 再 評 価 の 結 果 を 記 載 し

た見解書の提 出を受けたところである。  

評 価 書 案 及 び 事 業 者 見 解 書 に お け る 評 価 を 検 証 し た 結 果 は 、 次

のとおりであ る。  

 ア  参考指標値との 比較について  

１～ 80Hz の 50％時間率音圧レベル（参考指標値 90dB）、１～

20Hz の G 特性５％時 間率 音圧レベル（参考指標値 100dB）、 G 特

性音圧レベル（参 考指標値 92dB）との比較を検証した結果、評
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価は妥当と考える 。  

イ  1/3 オ ク タ ー ブ バ ン ド 音 圧 レ ベ ル 毎 の 感 覚 閾 値 等 と の 比 較 に

ついて  

(ｱ) １～ 20Hz の超低 周波音について  

１～ 20Hz の超低周波 音では、風車の稼動に伴い現況に比べ

低 周 波 音 圧 レ ベ ル が 上 昇 す る 周 波 数 帯 が 存 在 す る が 、 低 周 波

音問題対 応のための「評価指針」（平成 16 年環境省）に示さ

れ て い る 低 周 波 音 に よ る 心 身 に 係 る 苦 情 に 関 す る 参 照 値 （ 以

下「参照 値」と いう。） 及び感覚閾値を下回っており、評価は

妥当と考 える。  

(ｲ) 20～ 80Hz の低周 波音について  

20～ 80Hz の低周波音 では、予測値が現況値より大きく、か

つ、参照 値及び 感覚閾値を越えている周波数帯が 存在するが、

そ の 要 因 は 現 況 値 に よ る と こ ろ が 大 き く 、 現 況 値 か ら の 上 昇

の程度も わずかである。  

加 え て 、 現 況 低 周 波 音 圧 レ ベ ル の 最 小 値 を 現 況 値 と し て 予

測 に 用 い て い る こ と を 考 慮 す る と 、 環 境 へ の 著 し い 影 響 は な

く、評価 は妥当と考える。  

ウ  環境影響 評価書への記載について  

環 境 影 響 評 価 書 の 作 成 に あ た っ て は 、 事 業 者 見 解 書 で 示 し た

評価結果を記載す ること。  

ま た 、 評 価 に 用 い る 指 標 に つ い て は 、 環 境 影 響 評 価 書 に 出 典

等を記載すること 。  

 

(4) 環境の保全のため の措置について  

位 相 の 合 成 、 風 の 影 響 及 び 風 車 の 改 修 ・ 更 新 に よ り 低 周 波 音 圧

レ ベ ル が 増 大 す る 可 能 性 が あ り 、 こ れ ら 予 測 の 不 確 実 性 を 補 完 す

る た め 、 定 常 稼 働 時 は も と よ り 改 修 時 等 に お け る 事 後 調 査 は 非 常

に重要な環境 の保全のための措置であると考える。  

し た が っ て 、 風 車 の 稼 働 に 際 し て は 、 適 切 な 運 転 管 理 及 び 維 持

管理を行い、低周波音の発生を極力抑制するよう努め るとともに、

事 後 調 査 の 重 要 性 を 十 分 認 識 し た う え で 、 具 体 的 な 事 後 調 査 計 画

を策定し、環 境影響評価書に記載すること。  

    ま た 、 事 後 調 査 の 手 法 選 定 に あ た っ て は 、 風 雑 音 を 可 能 な 限 り
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低減する測定 方法を採用すること。  

な お 、 事 後 調 査 を 実 施 し た 場 合 は 、 そ の 結 果 に 応 じ て 、 適 切 な

環境の保全の ための措置を講じること。  

 

４  景観  

(1) 環境の保全のため の措置について  

ア  地域特性 への配慮について  

事 業 者 見 解 書 に お け る 環 境 保 全 目 標 の 設 定 及 び こ れ を 用 い た

評 価 に つ い て は 、 風 車 の 設 置 基 数 を 減 じ 環 境 保 全 目 標 の 達 成 を

図 る な ど 、 妥 当 と 考 え る が 、 当 該 事 業 予 定 地 は 、 石 狩 浜 の 原 風

景 に 近 い 景 観 を 有 し て お り 、 小 樽 市 の み な ら ず 広 域 的 に 貴 重 な

観光資源、景観資 源として活用されているも のである。  

し た が っ て 、 こ れ ら の 地 域 特 性 に 十 分 配 慮 し 、 評 価 書 案 に 記

載 す る 環 境 の 保 全 の た め の 措 置 を 講 じ 、 で き る だ け 景 観 へ の 影

響を回避・低減す ること。  

イ  植生回復 への配慮について  

工 事 に よ り 一 時 改 変 地 と し て 生 じ た 裸 地 や バ ギ ー 車 の 走 行 等

で 人 為 的 事 由 に よ り す で に 荒 廃 し て い る 土 地 に つ い て は 、 植 生

回 復 に よ る 景 観 へ の 保 全 措 置 を 講 じ る こ と と し て い る が 、 当 該

保 全 措 置 に あ た っ て は 、 当 該 地 区 の 土 砂 を 利 用 す る と と も に 、

地 表 の 締 め 固 め 度 な ど に つ い て も 、 当 該 地 域 の 地 形 ・ 地 質 に 配

慮 し 、 で き る だ け 景 観 の 復 元 に 努 め 、 景 観 へ の 影 響 を 回 避 ・ 低

減すること。  

 

 

【別添書類】  

 別 添 １  「 銭 函 風 力 開 発 建 設 事 業 に 係 わ る 環 境 影 響 評 価 書 案 」 に

つい て  

 別 添 ２  「 銭 函 風 力 開 発 建 設 事 業 に 係 わ る 環 境 影 響 評 価 書 案 」 に

つい て（見解書）  
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平成 22年（2010年）10月８日 

 

 

  銭函風力開発株式会社 

   代表取締役 松島 聡 様 

 

札幌市「銭函風力発電所環境影響評価書案」 

検証専門家会議  座長 長谷部 正基 

 

 

「銭函風力開発建設事業に係わる環境影響評価書案」について 

 

 本専門家会議は、御社が公告・縦覧した標記評価書案について、札幌市長が札幌市域に

係る事項の検証を目的に設置したものであり、平成 22年 10月６日開催の第２回専門家会

議では、御社関係職員のご出席を賜り、追加資料の提出や質疑応答等にご協力をいただい

たところであります。 

 同日の会議では、この追加資料も加え評価書案の検証を行ったところですが、次回会議

での検証結果取りまとめにあたっては、下記のとおり評価の追加が必要であると考えるこ

とから、評価の追加を行い、その結果について御社のご見解をお示しいただきますよう依

頼申し上げます。 

また、見解書は、平成 22年 10月 15日（金）までに、下記事務局あてご提出いただき

ますよう重ねてお願い申し上げます。 

 

記 

  

１ 低周波音の評価について 

評価書案では、低周波音圧レベルについて現況値と予測値の比較による評価が行わ

れているが、現況低周波音圧レベルの測定方法について、全天候型防風スクリーンの

使用のみでは、測定機器（マイクロホン）の特性上、風雑音の影響により、得られた

現況調査結果が、実際の低周波音圧レベルを上回る数値となっている可能性を否定で

きないと考える。 

したがって、評価の信頼性を高めるため、現況低周波音圧レベルは、「平均値」では

なく、風の影響をできるだけ排除するため、瞬間最大風速が最も小さい時のデータで

ある「最小値」を現況値として用いた評価の追加が必要であると考える。 

また、低周波音については環境基準等がないことから、現在の知見に基づく指標を

複数用い、多角的に評価することが重要であることから、評価書案に記載する参考指

標値（94ページ）との比較に加え、 

①低周波音問題対応のための「評価指針」（平成 16年環境省）に定める評価方法  

  ②1/3オクターブバンド音圧レベル毎の予測値と感覚閾値との比較 

を追加し、環境への影響が回避・低減されているかの評価を行うことが必要と考える。 

別添1



 

 ２ 景観の評価について 

当該事業予定地は、石狩浜の原風景に近い景観を有しており、小樽市のみならず広

域的に貴重な観光資源、景観資源として活用されていることから、これらの特性を十

分勘案した環境保全目標を示し、予測結果と当該目標との整合を検討し、環境への影

響が回避・低減されているかの評価を行うことが必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

                                          札幌市環境局環境都市推進部  

環境管理担当課 伊東、葉原  

札幌市中央区北１条西２丁目 

TEL 011-211-2879 FAX 011-218-5108 

e-mail  assess@city.sapporo.jp 
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【別紙】 

■予測結果 

１）予測地点における低周波音圧レベル 

 風力発電機の稼働による低周波音予測結果は、表-1に示すとおりである。 

 予測地点における風力発電機の稼働による低周波音圧レベル（以下、「予測結果」という。）は、1～80Hz

の 50％時間率音圧レベル（L50）で 73～74dB、1～20Hz の G特性 5％時間率音圧レベル（LG5）及び 1～20Hz

の G特性音圧レベル（LG）で 60～61dB あった。 

 

表-1(1) 風力発電機の稼動による低周波音予測結果（L50） 

No. 予測地点 

風車までの

最短距離

（m） 

風車15基 

合成低周波

音圧レベル

（dB） 

現況低周波音圧レベル

（dB） 

合成低周波音圧レベル

（dB） 参考 

指標値 
平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 

1 手稲山口地区 1,960 73 64 54 71 73 73 75 

90 
2 曙12条1丁目地区 

1,900 74 92 75 100 92 78 100 

1,900 74 71 65 76 76 75 78 

注1）No.2 曙12条1丁目地区の上段は屋上高さ、下段は地上高さの値を示す。 

 

表-1(2) 風力発電機の稼動による低周波音予測結果（LG5） 

No. 予測地点 

風車までの

最短距離

（m） 

風車15基 

合成低周波

音圧レベル

（dB） 

現況低周波音圧レベル

（dB） 

合成低周波音圧レベル

（dB） 参考 

指標値 
平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 

1 手稲山口地区 1,960 60 64 56 68 65 61 69 

100 
2 曙12条1丁目地区 

1,900 61 90 71 99 90 71 99 

1,900 61 74 66 79 74 67 79 

注1）No.2 曙12条1丁目地区の上段は屋上高さ、下段は地上高さの値を示す。 

 

表-1(3) 風力発電機の稼動による低周波音予測結果（LG） 

No. 予測地点 

風車までの

最短距離

（m） 

風車15基 

合成低周波

音圧レベル

（dB） 

現況低周波音圧レベル

（dB） 

合成低周波音圧レベル

（dB） 参考 

指標値 
平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 

1 手稲山口地区 1,960 60 61 55 65 64 61 66 

92 
2 曙12条1丁目地区 

1,900 61 83 68 92 83 69 92 

1,900 61 70 62 74 71 65 74 

注1）No.2 曙12条1丁目地区の上段は屋上高さ、下段は地上高さの値を示す。 
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（１）風力発電機の稼働による低周波音の影響 

（ア）平均値との比較 

 風力発電機 15基稼働に伴う予測結果と現況低周波音圧レベルの平均値（以下、「現況平均値」と

いう。）を比較すると、L50では No.1 地点及び No.2 地点の地上高さで予測結果が現況平均値をそれ

ぞれ 9dB 及び 3dB 上回ったが、No.2 地点の屋上高さにおいては予測結果が現況平均値を下回った。

LG5及び LGでは、No.1 地点及び No.2 地点ともに、予測結果が現況平均値を下回った。 

（イ）最大値との比較 

 風力発電機 15基稼働に伴う予測結果と現況低周波音圧レベルの最大値（以下、「現況最大値」と

いう。）を比較すると、No.1 地点の L50を除いて、L50、LG5及び LGともに予測結果が現況最大値を下

回った。No.1 地点の L50については、予測結果が現況最大値を 2dB 上回った。 

（ウ）最小値との比較 

 風力発電機 15基稼働に伴う予測結果と現況低周波音圧レベルの最小値（以下、「現況最小値」と

いう。）を比較すると、L50では No.2 地点の屋上高さを除いて、予測結果が現況最小値を 9～19dB 上

回った。LG5及び LGでは、No.2 地点で予測結果が現況最小値を下回ったが、No.1 地点において予測

結果が現況最小値を 4～5dB 上回った。 

 

（２）合成低周波音圧レベル 

（ア）平均値との比較 

 合成低周波音圧レベルの平均値と現況平均値を比較すると、L50では No.1 地点及び No.2 地点の地

上高さで合成低周波音圧レベルの平均値が現況平均値をそれぞれ 9dB 及び 5dB 上回ったが、No.2 地

点の屋上高さでは合成低周波音圧レベルが現況平均値と同程度であった。LG5及び LGでは、No.1 地

点及び No.2 地点ともに、合成低周波音圧レベルは現況平均値とほぼ同程度であった。 

 参考指標値との比較については、L50の No.2 地点の屋上高さを除いて、L50、LG5及び LGともに、合

成低周波音圧レベルは参考指標値を下回っている。 

（イ）最大値との比較 

 合成低周波音圧レベルの最大値と現況最大値を比較すると、L50では No.1 地点で合成低周波音圧

レベルが現況最大値を 4dB 上回ったが、No.2 地点においては合成低周波音圧レベルは現況最大値と

ほぼ同程度であった。LG5及び LGでは、合成低周波音圧レベルは現況最大値とほぼ同程度であった。 

 参考指標値との比較については、No.2 地点の屋上高さにおける L50で現況最大値が参考指標値を

上回っているが、それ以外においては L50、LG5及び LGともに、合成低周波音圧レベルは参考指標値

と同程度又は下回っている。 

（ウ）最小値との比較 

 合成低周波音圧レベルの最小値と現況最小値を比較すると、L50では No.1 地点及び No.2 地点とも

に、合成低周波音圧レベルの最小値が現況最小値を 3～19dB 上回った。LG5 及び LG では、LG5の No.2

地点の屋上高さを除いて、合成低周波音圧レベルの最小値が現況最小値を 1～6dB 上回った。 

 参考指標値との比較については、L50、LG5 及び LG ともに、合成低周波音圧レベルは参考指標値を

下回っている。 
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２）1/3 オクターブバンド音圧レベルと感覚閾値等との比較 

（１）平均値を現況値に用いた感覚閾値等との比較 

 1/3 オクターブバンド音圧レベルと感覚閾値その他の指標との比較は、図-1に示すとおりである。 

 1～20Hz の超低周波音については、風力発電機の稼働に伴う影響が現況値（平均値）を上回ってい

る周波数帯があるが、すべての地点において感覚閾値を大きく下回っている。 

 20Hz 以上の低周波音については、感覚閾値を上回っている周波数帯があるが、現況の音圧レベル（平

均値）と風力発電機稼働後の音圧レベルがほぼ同程度である。 
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図-1(1) 予測結果と感覚閾値等との比較 

【No.1 手稲山口地区（札幌市）】 

【No.2 曙 12 条 1 丁目地区（札幌市）：地上高さ】 
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図-1(2) 予測結果と感覚閾値等との比較 

 

【No.2 曙 12 条 1 丁目地区（札幌市）：屋上高さ】 
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（２）最小値を現況値に用いた感覚閾値等との比較 

 1/3 オクターブバンド音圧レベルと感覚閾値その他の指標との比較は、図-2 に示すとおりである。

ここでは、現況値が風雑音による影響を受けている可能性があることから、その影響を排除するため、

最小値を現況値として用いた比較も行った。 

 1～20Hz の超低周波音については、風力発電機の稼働に伴う影響が現況値（最小値）を上回ってい

る地点があるが、すべての地点において感覚閾値を大きく下回っている。 

 20Hz 以上の低周波音については、感覚閾値を上回っている周波数帯があるが、現況の音圧レベル（最

小値）と風力発電機稼働後の音圧レベルがほぼ同程度である。 
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図-2(1) 予測結果と感覚閾値等との比較 

【No.1 手稲山口地区（札幌市）】 

【No.2 曙 12 条 1 丁目地区（札幌市）：地上高さ】 
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図-2(2) 予測結果と感覚閾値等との比較 

 

【No.2 曙 12 条 1 丁目地区（札幌市）：屋上高さ】 
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■評価結果 

 事業の実施に伴う風力発電機の稼働による低周波音の影響について、合成低周波音圧レベルが現況

の低周波音圧レベルを上回る地点があるものの、No.2 地点の屋上高さでの L50 及び LG を除く全ての

地点で、参考指標値を下回るとともに、環境省による住居系地域及び工業系地域における低周波音圧

レベルの例（図-3 参照）に示される範囲内にある。No.2 地点の屋上高さについては、現況の低周波

音圧レベルが自然風の影響を受けているものと考えられ、風力発電機 15 基稼働に伴う予測結果は現

況値を大きく下回っており、稼動後の音圧レベルにほとんど寄与していない。 

 また、1/3 オクターブバンド別周波数ごとの低周波音圧レベルと感覚閾値その他の指標との比較に

ついて、風力発電機の稼働に伴う影響により風車稼働後の音圧レベルが現況値を上回っている周波数

帯があるものの、これらについては感覚閾値を大きく下回っていること、また、感覚閾値等を上回っ

ている周波数帯については現況の音圧レベルと風車稼働後の音圧レベルがほぼ同程度（風車 15 基の

影響（合成値）は、各地点の現況値と比べて十分に低いため、稼動後の音圧レベルにほとんど寄与し

ていない）である。 

 以上から、事業の実施に伴う風力発電機の稼働による低周波音の影響はないと考えられる。 

 なお、風力発電機の稼働に際しては、適切な維持管理を行い、低周波音の発生を極力抑制するよう

努める。 

 

 

 

 

図-3 身の回りのいろいろな場所における低周波音の大きさの例 

 

資料：環境省 


